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饉

壬

生
隆
続

筆

本

萬
葉
集
解

説

萬
葉
集
は
、
永
い
惇
末
の
間
に
書
篤
を
重
ね
て
、
誤
謬
術
脱
も
少
く
な
い
。
そ
ね
で
、
こ
れ
を
文
献
に
照
し
、
義
理
≧

考

へ
て
原
形
に
復
す
作
業
が
篤
惑
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
研
究
資
料
と
し
て
、
竣
づ
古
鋤
本
の
必
要
が
存
す
る
の

で
あ
る
。

仙
覺
以
前
の
高
業
古
鋤
本
の
惇
へ
ら
れ
て
あ
る
も
の
は
、
多
く
は
な
い
。
李
安
時
代
の
書
篤
に
か
か
る
本
と
し
て
は
、

構
本
、
元
暦
校
本
、
藍
紙
本
、
金
澤
本
、
天
治
本
の
五
種
が
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
は
皆
、
波
璃
版
に
よ
つ
て
複
製
印
行
せ
ら

れ
、
學
者
の
座
右
に
備
へ
る
こ
と
が
出
来
る
。
次
い
で
、
鎌
倉
時
代
の
篤
本
と
し
て
は
、
尼
崎
本
、
嘉
暦
樽
承
本
、
春
目

本
、
律
壬
生
隆
稀
筆
本
．
紳
田
本
、
西
本
願
寺
本
が
あ
る
が
、
尼
崎
本
、
春
日
本
、
西
本
願
寺
本
は
既
に
印
行
せ
ら
れ
た

の
で
、
今
乙
乙
に
、
未
刊
の
三
本
の
う
ち
の
一
本
を
印
行
し
て
、
學
界
に
贈
ら
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

篠
壬
生
隆
赫
筆
本
萬
業
集
は
、
巷
九
の
本
文
の
初
の
標
目
よ
う
、
歌
敷
に
し
て
八
十
四
首
、

一



二

薔

去

者

七

轟

不

過

龍

田

彦

勤

此

花

乎

風

爾

英

落

ａ
栗

文
、
寛
燕

）

の
歌
唆
で
を
存
し
て
ゐ
る
。
縦
七
寸
人
分
、
も
と
僻
子
本
で

一
頁
に
大
行
づ
っ
書
い
で
あ
っ
た
の
を
、
恐
子
本
三
軸
に
改

装
し
て
あ
る
。
い
唆
印
行
に
瞥
つ
て
、
魯
態
た
還
元
す
る
こ
と
と
し
た
。
筆
者
に
就
い
て
は
、
古
筆
鑑
定
家
の

「
壬
生
殿

隆
離
卿
」
と
い
ふ
極
札
が
三
枚
あ
る
。
隆
赫
は
家
隆
の
息
で
、
新
機
古
筆
名
葉
集
に
は
、
古
今
源
氏
新
古
今
を
書
篤
し
た

切
が
暴
げ
て
あ
り
、
現
に
古
筆
手
鑑
の
中
に
も
散
見
し
て
な
る
が
、
こ
の
高
葉
集
を
隆
防
の
書
と
す
る
こ
と
は
、
微
證
が

な
い
。
但
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
篤
本
た
る
こ
と
は
確
に
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
本
、
題
詞
を
低
く
歌
を
高
く
書
き
、
訓
は
本
文
の
火
に
季
俄
字
で
別
提
し
て
あ
る
。
漢
字
及
び
訓
の
傍
に
片
俄
字

の
訓
を
賄
し
て
あ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
、　
一
本
、
或
本
等
に
依
つ
て
校
異
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

系
統
に
就
い
て
は
、
未
詳
と
い
ふ
外
は
な
い
が
、

雲

階

薦

鳴

時

秋

山

黄

葉

片

待

時

者

雖

過

の
鳴
時
の
右
に
、「字
落
欺
数
本
如
此
」
と
あ
つ
て
、
敷
本
に
依
つ
て
校
合
を
加
へ
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
叉
ゝ

白

鳥

鷺

坂

曲

松

影

宿

雨

往

奈

夜

毛

深

往

芋

の
歌
の
訓
、「
し
ら
と
う
の
」
の

「
ら
」
の
右
に

「
口
孝
本
」
と
あ
う
、

古

之

賢

人

之

遊

策

吉

野

川

原

雖

見

不

飽

鴨

の
歌
の
訓
、「
か
し
と
き
い
と
の
」
の

「
か
し
と
き
」
の
右
に
、「
サ
カ
ジ
キ
孝
本
」
と
あ
る
。
叉
、

ヨ

申

Ｌ

詭

彗

等

Ｆ

女

面

芳

勢



湯

羅

乃

前

塩

乾

爾

郡

良

志

自

紳

之

磯

浦

箕

平

敢

雨

榜

動

の
歌
の
訓
の
下
に
は
↓
依
俄
名
本
書
入
」
と
あ
る
。
こ
の
孝
本
と
云
ス
の
は
、
忠
策
本
系
統
の
本
に
依
つ
て
知
ら
れ
る
惟

宗
孝
言
の
本
を
指
す
も
の
と
思
は
れ
る
。
孝
言
本
は
忠
策
本
系
統
の
本
に
見
え
る
校
本
の
名
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
標
壬
生

隆
肺
筆
本
も
、
忠
策
本
系
統
の
一
本
と
見
る
べ
く
、
こ
れ
を
否
定
す
べ
き
材
料
は
今
の
と
こ
ろ
見
出
さ
れ
な
い
。

港
九
の
前
年
、
こ
の
本
に
存
す
る
部
分
は
、
古
本
と
し
て
は
藍
紙
本
が
同
じ
く
存
し
て
ゐ
る
。
今
、
藍
紙
本
の
同
所
と

博
隆
就
筆
本
と
を
比
較
す
る
に
、　
一
致
す
る
も
の
が
多
い
が
、
相
違
す
る
も
の
も
少
く
は
な
い
。
そ
の
像
隆
赫
筆
本
に
依

つ
て
、
本
文
を
訂
正
す
べ
き
二
三
の
例
を
暴
げ
よ
う
。

河

瀬

激

平

見

者

工

藻

鴨

散

乱

而

在

此

河

常

鴨

こ
の
本

（
偉
隆
滞
筆
本
、
以
下
同
じ
）
に

「
藻
」
の
字
及
び

「
此
」
の
字
無
く
、「
河
」
を

「
川
」
に
作
つ
て
ゐ
る
。
乙

れ
は
藍
紙
本
、
類
緊
古
集
等
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
う
、
三
句
を
タ
マ
フ
カ
モ
、
五
句
を
カ
ハ
ノ
ッ
ネ

・カ
モ
と
讀
む
べ
き
で
あ
ら
う
。

家

人

使

在

之

春

雨

乃

典

久

列

抒

吾

平

浩

念

者

乙
の
本
に
、「
吾
」
の
下
に

「
等
」
が
あ
る
。
藍
紙
本
、
類
緊
古
集
等
こ
れ
に
同
じ
。

馬

屯

而

打

集

越

家

今

日

見

鶴

芳

野

之

川

乎

何

時

落

顧

こ
の
本
に
、「
日
」
の
字
が
無
い
。
類
緊
古
集
等
こ
れ
に
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
に
依
つ
て
、
イ
マ
ミ
ツ
″
と
讃
む
べ
き
で

三



四

あ
る
。
但
、
藍
紙
本
に
像
は
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

高

島

之

足

利

湖

平

榜

過

而

撼

津

菅

浦

今

者

磐

構

乙
の
本
に
、「
灘
」
を

「
番
」
に
作
つ
て
ゐ
る
。
藍
紙
本
、
類
緊
古
集
等
、
こ
れ
に
同
じ
。
こ
れ
に
依
つ
て
と
の
句
と
、

イ
マ
カ
ロ
グ
ラ
ム
と
讀
む
べ
き
が
如
く
で
あ
る
。

常

世

邊

可

住

物

乎

鋼

刀

己

之

心

柄

於

曾

也

是

君

と
の
本
に
、「
心
」
を

「
行
」
に
作
っ
て
ゐ
る
。
乙
れ
に
依
る
と
こ
の
句
を
、
オ
ノ
ガ
フ
ザ
カ
ラ
と
護
Ｕ
べ
き
が
如
く
で

あ

る
。

吾

去

者

七

日

不

過

龍

田

彦

勤

此

花

乎

風

爾

英

落

と
の
本
、「
日
」
の
下
に

「
者
」
の
字
が
あ
る
。
藍
紙
本
、
類
米
古
集
等
こ
れ
に
同
じ
で
あ
る
。
仙
覺
本
の
訓
も
ナ
メ
ψ

ハ
メ
ギ
ジ
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
改
め
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
字
の
あ
つ
た
方
が
正
確
で
あ
る
。

も
の
本
は
、
も
ど
伊
勢
松
阪
に
在
ｂ
、
松
本
秀
業
氏
の
所
殿
で
あ
っ
た
の
を
、
明
治
四
十

一
年
に
同
地
に
赴
い
た
を
ぅ

購
ひ
得
て
、
竹
柏
園
の
架
敷
に
縮
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
軸
の
裏
に
、

去
子
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十
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月
十

・
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日
暴
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ノ
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物
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預
り
候
謝
ト
シ
テ
同
十
年
丁
丑

一
月
十
七
日
本
居
氏

ヨ
ソ
恵

投
セ
ラ
／
ヽ
庭
　
　
共

二
三
倦
　
　
　
糖
園
松
本
秀
業
秘
蔵

と
あ
る
。
本
居
家
に
就
い
て
聞

い
た
に
、
宣
長
翁
の
識
書
は
、
そ
の
目
録
現
存
せ
る
も
、
そ
が
中
に
無
く
、
翁
の
女
の
と

っ
が
れ
た
四
目
市
の
高
尾
家
は
、
茶
事
を
好
み
、
か
か
る
古
筆
の
類
を
も
蒐
蔵
し
て
ゐ
た
の
で
、
明
治
時
代
に
、
高
尾
家

よ
う
出
で
て
本
居
家
を
嗣
が
れ
た
信
郷
漁
し
が
持
ち
末
ら
れ
、
従
つ
て
松
本
氏
に
贈
ら
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
、
と
の
こ

と
で
あ
つ
た
。

古
筆
の
極
札
の
外
に
、
古
く
よ
う
添
う
て
ゐ
た
大
倉
好
齋
の
書
翰
並
に
同
筆
の
隆
訪
の
小
偉
と
、
自
分
が
、
明
治
四
十

一
年
に
、
本
村
正
鮮
、
小
杉
温
鄭
、
二
博
士
掟
請
う
た
文
詞
、
及
び
前
田
香
彗
翁
の
副
簡
極
が
添
う
て
を
る
が
、
投
本
高

葉
集
首
巻
伊
頁．
に
掲
げ
て
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
は
省
略
す
る
。

な
ほ
本
書
は
、
ど
き
に
、
文
部
省
よ
う
、
重
要
美
術
品
に
指
定
せ
ら
れ
た
。

昭

和

十

五

年

十

月

佐

佐

本

信

綱

五


